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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの薬剤を標的部位に適用するためのアプリケータ装置であって、
　剛性部分であって、該剛性部分は、該剛性部分を通る流体の通過のために構成され、該
剛性部分は、近位端部分と遠位端部分とを有し、該近位端部分は少なくとも１つの流体貯
蔵部との連絡のために構成される、剛性部分と、
　該剛性部分の該遠位端部分に取り付けられた形成可能部分であって、該形成可能部分は
所望の構成に成形されるように構成され、該形成可能部分は少なくとも１つの管腔を含み
、該少なくとも１つの管腔は、該剛性部分から流体を受容するように構成される、形成可
能部分と、
　該形成可能部分内に配置される少なくとも２つの展性部材であって、該少なくとも２つ
の展性部材は、該形成可能部分に対して、少なくとも１つの屈曲方向および少なくとも１
つの拘束方向を形成し、該少なくとも２つの展性部材は、該所望の構成で該形成可能部分
を保持することを支援するように構成される、少なくとも２つの展性部材と
　を備える、装置。
【請求項２】
　前記少なくとも２つの展性部材は、それぞれ、前記形成可能部分を通って形成された展
性部材の管腔内に配置される、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記少なくとも２つの展性部材は、（ｉ）前記形成可能部分が形成された後に前記展性
部材の管腔内に配置されるか、または、（ｉｉ）該形成可能部分が該展性部材を越えて押
し出される、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記少なくとも２つの展性部材は、それぞれ、ワイヤである、正方形の断面形状を有す
る、および金属でできている、から成る群より選択される、少なくとも１つの特徴を有す
る、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記形成可能部分は、前記剛性部分に解放可能に接続される、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記剛性部分は、該剛性部分を通って延在する剛性部分の管腔と、該剛性部分の管腔を
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通って延在する第１の流体導管および第２の流体導管とを含み、該第１の流体導管は、第
１の流体貯蔵部と連絡するように構成され、該第２の流体導管は、第２の流体貯蔵部と連
絡するように構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記形成可能部分の前記少なくとも１つの管腔は、前記第１の導管および前記第２の導
管と連絡している、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記形成可能部分の遠位端に位置するアプリケータ先端を含み、該アプリケータ先端は
、該形成可能部分から流体を受容し、該流体を標的部位に適用するように構成される、請
求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記アプリケータ先端は、（ｉ）前記形成可能部分に解放可能に取り付けられる、（ｉ
ｉ）該形成可能部分の前記少なくとも１つの管腔から流体を受容し、混合するように構成
される、（ｉｉｉ）該形成可能部分に溶接される、（ｉｖ）前記展性部材を露出するよう
に該形成可能部分のチューブを圧縮し、該展性部材をクリンプし、該チューブがクリンプ
された該展性部材を越えて延在するように該チューブを引き伸ばすことによって、形成さ
れる、および（ｖ）複数のアプリケータ装置を積み重ねることができるように、前記剛性
部分の前記近位端部分と密閉して噛合するよう形成される、のうちの少なくとも１つであ
る、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記形成可能部分は、３つの展性部材を含み、該３つの展性部材のうちの２つは、互い
から約１８０度離れている、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記少なくとも２つの展性部材のうちの２つは、互いから約１８０度離れている、請求
項１に記載の装置。
【請求項１２】
　前記形成可能部分は、前記剛性部分から流体を受容するように構成された１つの管腔を
含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記剛性部分は、該剛性部分から外方向に延在する一対の固着フランジを含む、請求項
１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記展性部材は、前記一対の固着フランジと同一平面または平行平面内に配置される、
請求項１３に記載の装置。
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